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2025 年 ４月 24 日 

各 位 

会 社 名 東洋テック株式会社 

代表者名 代表取締役社長 池田 博之 

 (コード番号９６８６ 東証スタンダード) 

問合せ先 常務執行役員管理本部長 入浦 直仁 

(TEL０６-６５６３-２１１１) 

 

「第 13 次中期経営計画」策定のお知らせ 
 

当社は、本日開催の取締役会において 2025 年度～2027 年度の３か年（2026 年 3 月期～2028 年 3 月

期）を対象とする「第 13 次中期経営計画」を策定しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 前中期経営計画（第 12 次）の総括 

(1) 主要項目の達成状況 

第 12 次中計では、「構造改革への挑戦」をスローガンに、「社会的要請に応え、成長・発展し

続ける企業グループ」を目指して事業構造改革・サステナビリティの強化に取り組みました。 
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(2) 主要計数推移 

【売上高】 

✓ M&A 戦略は計画以上に進捗 

✓ 既存領域の売上増加計画は収益重視への方針転換による不採算取引縮小等により未達 

【営業利益】 

✓ 計画策定当時の想定を超える２年連続の賃上げ等による人件費増加 

✓ 最終年度に実施した M&A 一時費用・対象会社の収益拡大の遅れ 

✓ 万博受託にかかる先行費用（人員・宿舎等） 

✓ 価格改定・セグメント毎の粗利率改善により既存領域は増益 
 

 
 

(3) 課題 

 
 

２． 第 13次中期経営計画 

（１）  概要 
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（２）  重点施策 

 
 

（３）  計数計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）  企業価値向上に向けた取組み 

① 資本コスト・株価を意識した経営の実践 

現状の株価純資産倍率（PBR）は、株価上昇によりやや改善してきておりますが依然 0.6～0.7

倍の水準で推移しており、成長性と収益性の両面での向上が必要であると認識しております。

今後につきましては、引き続き成長戦略の実行、株主還元・資本政策の推進および IR 活動の 

拡充を通して、PBR１倍割れ解消を目指してまいります。 
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② 配当方針（株主還元） 

当社は、これまで当社株式を長期的に保有頂く株主の皆さまのご期待に応えるべく、配当性

向を指標とした安定的な配当を実現してまいりましたが、この度、この方針をより明確にする

ため、配当性向に加えて「株主資本配当率（DOE）」を指標として採用することといたしました。 

 

 

 
 

 

 

 

③ サステナビリティに関する取組み 

東洋テックグループは、「安心で快適な社会の実現に貢献する」という経営理念のもと、時代

や社会のニーズに即した高品質のサービスを提供し、持続可能な社会の実現に挑戦し続ける  

ことを基本方針とし、以下の施策に取り組みます。 
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④ 人的資本経営に関する取組み 

当社では、従業員の働きやすさ、働きがいのある会社、チャレンジを奨励する企業風土の醸

成により、選ばれる会社を実現するため人的資本の最大化・企業価値の向上を目指してまいり

ます。 

 

 

以 上 

 

※本内容の詳細につきましては、当社ホームページに公開しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報

及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨

のものではありません。また、実際の業績等は、様々な要因等により大きく異なる可能性があ

ります。 


